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女子大学生における恋愛関係とセルフ・モニタリング傾向








































































































































sm_a_4 話をしているときには，相手の表情のわずかな変化にも敏感になる。 .719 -.240
sm_a_2 目をみれば，その人のほんとうの気持ちを正確に読み取ることができる。 .717 .102
sm_b_4 だれかが自分にうそをついても，表情やしぐさですぐにうそだと見抜くことができる。 .656 .058
sm_b_1 目をみれば，自分が相手に何か不都合なことを言ったかどうか分かる。 .634 .033
sm_a_6 相手が冗談を聴いて笑っても，内心ではその冗談を下品であると思っているかどうかを見抜くことができる。 .633 -.032
sm_a_5 私の直感力は，相手の気持ちや行いの原因を知るのにとても役に立つ。 .619 .058
〔自己呈示変容能力〕
sm_b_2 相手や状況に応じて自分の行動を変えるのが苦手である。 .068 -.686
sm_b_6 その場面でどのようにふるまえばよいか分かれば，それに応じて，自分の行動をたやすく変えることができる。 .116 .678
sm_b_3 自分が今いる場面で必要とされていることに応じて，自分の行動を変えることができる。 .178 .632
sm_a_7 物事が自分の思い通りにうまくいかないときには，すぐに他のやり方に切り換えることができる。 -.030 .585
sm_b_5 自分のためになると分かっていても，体裁をよくするのが苦手である。 .247 -.581
sm_a_1 まわりの人が望んでいることに応じて，自分の行動を変えることができる。 -.023 .551
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Table2-a 恋愛態度・行動〈過去〉尺度に関する主成分分析（プロマックス回転〈k＝3〉）の結果:回転後の負荷量
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔排他的な関係〕
pa_2_11 私は，恋愛関係にあったときには相手のことを四六時中考えていた。 .725 .056 -.097 .036
pa_2_5 私は，今まで恋人がいると，他の異性には注意は向けなかった。 .684 -.173 .150 -.244
pa_1_11 私は，異性と交際していたときは，相手よりも自分の方が二人の関係を大切にしていた。 .654 .017 .069 .071
pa_1_6 私は，異性と付き合うときには，真剣な交際をしていた。 .567 .329 .187 .035
pa_2_14 私は，失恋したときには，極度に落ち込んだ。 .557 .103 -.257 -.025
pa_1_2 私は，恋人以外の人とはあまり親しくしていなかった。 .551 -.147 -.048 .123
pa_2_12 私は，恋愛関係にあるときには，その相手といつも一緒にいた。 .534 .190 -.350 .042
〔内面性の重視〕
pa_2_7 私は，趣味が一致する異性と付き合ってきた。 -.178 .888 .100 -.050
pa_1_8 私が付き合っていた異性とは，性格が一致していた。 .084 .699 .024 -.016
pa_2_6 私は，人生観が完全に一致する異性に巡り会ったことがある。 .049 .674 -.098 -.008
pa_2_8 私は，今までの異性との付き合いでは，喜びを分かち合うことを大切にしてきた。 .292 .524 .126 -.079
pa_1_9 私は，今までに多くの異性と付き合った。 -.123 .474 -.391 .181
〔適度な距離〕
pa_1_3 私は，今まで，恋人を束縛しなかった。 -.119 .062 .811 .111
pa_2_4 今までの私の恋愛関係では，ケンカはあまり起こらなかった。 -.057 .135 .694 -.109
pa_1_12 私の場合，異性との付き合いは急速になることは少なかった。 .129 -.083 .613 .251
〔他者への顕示〕
pa_1_7 私は異性と付き合うときには，友達に自慢できるかが気になった。 -.028 .020 .038 .746
pa_2_2 私は，今まで異性と付き合う場合には，容姿を重視した。 -.024 -.053 -.160 .672
pa_2_9 私は，その異性の社会的能力を不満に思うときには，別れるようにした。 -.017 -.074 .173 .541
pa_2_10 私は，付き合っていた異性の内面が変化したときには別れた。 .223 .049 .170 .508






























Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔排他的な関係〕
pr_2_11 私は，恋愛関係にあるときには，相手のことを四六時中考えるべきだと思う。 .764 .026 .144 -.079
pr_2_12 私は，恋愛関係にあるときには，その相手といつも一緒にいるようにすべきだと思う。 .763 .020 .113 -.095
pr_2_5 私は，恋人以外の異性に注意を向けるべきでないと思う。 .625 -.101 -.113 .173
pr_1_2 私は，恋人以外の異性とは，親しくしない方が良いと思う。 .593 -.129 .038 -.047
pr_1_11 私は，異性と付き合うときには，相手よりも自分の方が二人の関係を大切にすべきだと思う。 .445 .225 -.175 .328
〔他者への顕示〕
pr_1_7 私は，異性と付き合うときには，友達に自慢できるかを気にすべきだと思う。 .211 .644 -.081 .307
pr_1_10 私は，失恋した直後でも，気が合う異性がいれば付き合うべきだと思う。 -.123 .599 .026 -.213
pr_2_2 私は，異性と付き合う場合には，容姿が決め手になっても良いと思う。 -.133 .592 -.041 -.136
pr_1_9 私は，多くの異性と付き合った方が良いと思う。 -.124 .575 .092 -.009
pr_2_13 私は，性経験が豊富な方が良いと思う。 .110 .492 .078 -.214
〔内面性の重視〕
pr_2_7 私は，趣味が一致する異性と付き合うべきだと思う。 .000 .003 .818 .138
pr_1_8 私は，性格の一致する異性と付き合うべきだと思う。 .037 .045 .763 .086
pr_2_6 私は，人生観が完全に一致する異性に巡り会えるはずだと思う。 .224 -.052 .511 -.216
pr_2_9 私は，付き合っている異性の社会的能力に不満があるときには，別れるべきだと思う。 -.122 .145 .405 .352
〔適度な距離〕
pr_1_12 私は，異性とは急速に親密になるべきでないと思う。 .039 -.219 -.049 .628
pr_1_1 私は，恋人とはあまり親密にならない方が良いと思う。 -.141 -.122 .173 .626
pr_2_4 私は，恋愛関係では，ケンカはあまりすべきでないと思う。 .276 -.065 .055 .494
pr_1_3 私は，恋人を束縛すべきでないと思う。 -.391 .045 .040 .490
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Table2-c 恋愛態度・行動〈未来〉尺度に関する主成分分析（プロマックス回転〈k＝3〉）の結果:回転後の負荷量
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔排他的な関係〕
fu_2_11 私は，誰かと恋愛関係になったときには，その相手のことを四六時中考えるだろう。 .835 -.127 .014 .077
fu_2_12 私は，誰かと恋愛関係になったら，その相手といつも一緒にいるだろう。 .770 .068 .128 .012
fu_1_11 私は，恋人ができたら，相手よりも自分の方が二人の関係を大切にするだろう。 .649 -.238 -.247 .077
fu_2_14 私は，失恋したら，極度に落ち込むだろう。 .586 -.046 -.021 -.046
fu_1_3 私は，恋人を束縛しないだろう。 -.566 -.152 -.035 -.021
〔恋愛願望〕
fu_2_13 私は，これから先，豊富な性経験をもつだろう。 .107 .686 .028 .095
fu_1_9 私は，多くの異性と交際するだろう。 -.043 .685 .116 .171
fu_1_12 私は，異性と付き合う場合には，急速に親密になることはないだろう。 .059 -.657 .222 .300
fu_1_10 私は，失恋した直後に，気の合う異性が現れたらすぐに付き合い始めるだろう。 -.144 .613 -.011 .120
〔内面性の重視〕
fu_2_7 私は，趣味が一致する異性と付き合うだろう。 -.026 -.021 .747 -.120
fu_1_8 私は，異性と付き合うときには，性格が一致しているかどうかが重要になるだろう。 -.028 .042 .696 .038
fu_2_10 私は，付き合っている異性の内面が変化したら，その異性とは別れるだろう。 -.080 -.082 .556 .155
fu_2_6 私は，人生観が完全に一致する異性に，この先巡り会えるだろう。 .285 .038 .515 -.120
〔外見性の重視〕
fu_1_7 私は，異性と付き合うかどうかを決めるときには，友達の目が気になるだろう。 .139 .121 -.017 .765
fu_2_2 私は，異性との付き合いは，容姿によって決まるだろう。 .128 .290 -.085 .658
fu_1_5 私は，異性と付き合ったとしても，短期間で終わるだろう。 -.262 -.070 .070 .566
fu_1_1 私は，恋人ができてもあまり親密にならないだろう。 -.363 -.221 -.052 .466



















Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔排他的な関係〕
排他的な関係_現在 .874 -.044 .100 .008
排他的な関係_過去 .810 -.040 -.093 -.012
排他的な関係_未来 .796 .167 .027 -.053
〔関係への没入〕
恋愛願望_未来 .002 .776 .271 .114
適度な距離_現在 .093 -.770 .318 .072
適度な距離_過去 -.154 -.649 -.078 .095
〔外見性の重視〕
外見性の重視_未来 -.027 -.320 .799 -.096
他者への顕示_過去 .133 .016 .799 .125
他者への顕示_現在 -.134 .460 .743 -.044
〔内面性の重視〕
内面性の重視_未来 -.048 -.155 .071 .899
内面性の重視_現在 -.043 .052 .013 .850
内面性の重視_過去 .197 .302 -.204 .451







排他的な関係_過去 .035 〈 .038〉 .005 〈 .016〉
内面性の重視_過去 .091 〈 .153p＝.013〉 .207p＝.001 〈 .240p＝.001〉
適度な距離_過去 -.045 〈-.035〉 .037 〈 .025〉
他者への顕示_過去 .182p＝.003 〈 .186p＝.002〉 -.010 〈 .043〉
排他的な関係_現在 .117p＝.058 〈 .125p＝.043〉 .009 〈 .045〉
他者への顕示_現在 -.031 〈 .000〉 .109p＝.076 〈 .105p＝.089〉
内面性の重視_現在 .129p＝.036 〈 .154p＝.012〉 .068 〈 .109p＝.078〉
適度な距離_現在 .112p＝.069 〈 .079〉 -.126p＝.041 〈-.098〉
排他的な関係_未来 .090 〈 .090〉 -.015 〈 .011〉
恋愛願望_未来 -.022 〈 .050〉 .244p＝.001 〈 .248p＝.001〉
内面性の重視_未来 .228p＝.001 〈 .271p＝.001〉 .130p＝.034 〈 .198p＝.001〉






排他的な関係 .118p＝.056 〈 .121p＝.049〉 -.006 〈 .029〉
関係への没入 -.062 〈-.005〉 .198p＝.001 〈 .189p＝.002〉
外見性の重視 .113p＝.068 〈 .104p＝.091〉 -.045 〈-.013〉
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